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令和７年度 東京都立町田総合高等学校 学校経営計画 

 

校長 後藤 洋士 

＊１ 観点別学習状況の評価のこと。 

１ 目指す学校 

 （１）校      訓   「創」 自分を創る 社会を創る 未来を創る 

 

 （２）教 育 目 標   1  社会を視野に、自己実現を目指す意欲を育てる 

               2  自尊意識を育むとともに、他者を理解し容認する心を育てる 

               3  自律の心、自立の意識を育てる 

 

（３）スクール・ミッション 

情報化やグローバル化といった社会的変化を視野に、自尊意識を育むとともに、他者を

理解し容認する心を育てることを教育目標とし、思考、予測、表現、創造、協働の力など

を身に付ける主体的な教育活動を通じて自己の可能性を発揮し、他者と協力してよりよい

社会づくりに寄与する人材を育成します。 

 

 （４）スクール・ポリシー 

  ［ｸﾞﾗﾃﾞｭｴｰｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ］多様な他者との協働を通じて、自分の強みを見付け、伸ばし、将来

に向かって自己実現を図れる人材を育成します。社会とのつながりを重視した「実学志向

の学び」を通じて、大学進学から就職まで、生徒一人一人のニーズに合致した「多様な進

路選択」を実現します。 

［ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ］キャリア教育の柱となる「産業社会と人間」、「探究」等の取組を通じて、

社会参画と自己実現に向けた意識の醸成を図るとともに、教育課程全体を通じて、コミュ

ニケーション能力とプレゼンテーション能力を培い、社会人として求められる基礎的な素

養の定着を意識した教科等の指導を実践します。 

［ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ］①総合学科高校の特色を理解するとともに「自分でつくる時間割」で将

来の自己実現を図ろうとする生徒、②向上心や積極性に富み、学習活動や部活動を通して

自らの個性・能力の伸長を図れる生徒、③興味・関心のある分野の探究活動に取り組む姿

勢を強くもっている生徒を求めます。 

 

２ 中期的な目標と方策 

＜中期的な目標＞ 

 ○地域探究に係る学習活動を通した生徒の資質・能力の向上、キャリア教育の充実 

 ○多様な大学入学選抜に対応するための基礎学力の向上、探究活動等の取組の充実 

 ○「日本文化」等の総合学科における特色ある教科・科目を通したグローバル教育の推進 

 

（１）学習指導・教科指導 

【目標】進路実現に必要な基礎・基本的な学力の定着、生徒の学ぶ意欲の向上 

【方策】①観点別＊１による学習指導・評価を通して、生徒の資質・能力の伸長を図る。 

    ②授業の出席・遅刻に係る粘り強い指導を通して、教科・科目の履修を徹底する。 

③ ICT の利活用による生徒の興味・関心、主体性を向上させる授業を実践する。 



 

＊２ 始業式などの儀式的行事、体育祭、文化祭、修学旅行、ＨＲなどのこと。年間３５単位以上が履修要件で、卒業条件となる。 

 （２）進路指導・キャリア教育 

【目標】生徒の多様な進路希望を実現と、キャリア教育に基づく社会人基礎力の育成 

【方策】①外部団体と連携したキャリア教育の通年プログラムを確立する。 

    ②生徒の学びの意欲に即した系統的な進路指導の組織体制を確立する。 

      ③多様化する大学等への入学選抜に係る情報を保護者等と適時共有する。 

 

 （３）生活指導・特別活動等 

【目標】社会人として必要な規範や道徳心を培うとともに、生徒の自己管理能力を育成 

【方策】①生徒手帳の内容に基づき、社会人としての身だしなみ指導を徹底する。 

    ②特別活動＊２を通し、生徒の主体性・自尊感情を育成する。 

      ③心身の健康を保持するための保健指導や教育相談体制を充実する。 

 

（４）地域連携・地域探究 

【目標】教育活動での地域連携を重視し、探究活動や学校行事等での関わりを強化 

【方策】①地域探究に係る近隣の教育・行政機関等との校内外連携体制を確立する。 

    ②キャリア教育・探究活動に係る教育実践プログラムを、広く情報発信する。 

    ③地域人材や NPO 等との連携を通じた文化交流活動などを促進する。 

 

（５）国際理解教育 

【目標】国際社会における多様な価値観を理解し、互いに尊重し合える態度を育成 

【方策】①都教育委員会が実施する海外学校間交流事業などを積極的に活用する。 

    ②第二外国語や、海外の高校生との交流等による異文化理解を促進する。 

③海外学校との姉妹校の協定締結に向けた調査・企画・検討を推進する。 

 

（６）広報活動・募集対策 

【目標】総合学科の新たな魅力を広報・発信、地域から信頼される教育機関への進化 

【方策】①教育活動の実践・成果等に係るホームページでの迅速な発信を強化する。 

    ② SNS を積極的に活用し、本校の特色・取組などを発信する体制を構築する。 

    ③地域の学習塾や中学校への定期訪問と広報活動等を組織的に推進する。 

 

（７）学校経営・組織体制 

【目標】全教職員が連携し、分掌等が組織的に機能して特色ある教育活動を展開 

【方策】①企画調整会議に向けた主幹教諭会議の開催と、分掌間の調整を徹底する。 

    ②職員室のガバナンスの徹底と、業務効率化など働き方改革を徹底する。 

    ③教職員のライフ・ワーク・バランスの促進に向けた指導・助言を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 今年度の取組目標と方策 

教育活動の目標と方策 重点(数値)目標と方策 

（１）学習指導・教科指導 

①生徒の主体的に学習に取り組む態度を引き出す探究的な学習を

意識した授業改善を推進するとともに、ICT（一人一台端末）

を活用したオンライン学習に対応できる学習環境を整える。 

生徒の授業満足度＜難易度・進度等＞(85%以上) 

教員の Teams活用＜講演会等も含む＞(100%) 

②授業規律を含む学習環境を整えるとともに、小テストや課題の

工夫、補習・講習等の実施により、基礎・基本的な学力を定着

させる。 

定期考査前の補習等(30講座以上) 

長期休業中の講習(60 講座以上) 

③生徒の思考力、判断力、表現力等を高めるために、読書活動や

新聞活用等を促進し、課題レポートや考査等における論述式問

題の活用等を積極的に推進する。（クラス・授業単位の実施も含む。） 

図書館 HRの実施(年２回以上) 

④実習や実学的な授業の内容を充実させ、各種検定試験（漢字・

数学・英語・商業）等への挑戦を促すことで、生徒が実践的な

知識・技能を身に付けることで達成感を得られるようにする。 

各種検定合格者(延べ 200名以上) 

⑤教員相互の授業観察、予備校等の教科研修等を活用し、教科の

専門性や指導方法・技術を向上させ、生徒が主体的に学びたく

なる授業を実現する。 

教員相互の授業参観(年平均３回以上) 

（２）進路指導・キャリア教育 

①進路指導部、キャリア教育部、教務部と担任等が連携した履修

指導や個別面談を充実し、客観的なデータ（学力・学習状況

等）を踏まえた個別の進路指導を実施する。 

個別面談実施(各学期に１回以上) 

学力・模試分析会等の実施(年３回以上) 

②進路行事や進路だより等を通じて生徒の進路意識を高めるとと

もに、上級学校への入学選抜に向けた進学・学習指導を一層充

実させ、生徒の希望進路を実現させる。 

生徒の希望進路決定率(90%以上) 

③「産業社会と人間」、「探究学習」等において地域や専門機関等

の外部人材を活用することでキャリア教育の質的な向上を図る

とともに、探究活動の成果を活用した総合型選抜等による生徒

の進路実現を支援する校内体制を構築する。 

総合型選抜による進路実現(50名以上) 

④一般選抜による大学・短大・専門学校進学を目指す生徒をサポ

ートするため、各教科・年次と連携して学習環境と相談体制を

整備し、生徒の希望進路の実現を図る。 

日東駒専以上への進学（５名以上) 

看護・医療系(10名以上) 

（３）生活指導・特別活動等 

①挨拶指導、身だしなみ指導、時間の遵守指導、登下校指導を全

教員が協力して実施し、生徒一人一人に社会人として求められ

る規律やマナーを身に付けさせる。 

各年次による指導での改善率(100%) 

特別指導（別室での生活指導）の実施（０件） 

②生徒の自尊感情を高めるとともに、主体的な活動を促す指導を

通じて、生徒会活動や学校行事、心身ともに快活な学校生活を

送れるようにする。 

生徒の行事満足度(80%以上) 

③生徒の主体的な取組に基づく部活動を通して、それぞれが心技

体をバランスよく兼ね備えることができるように環境を整える

ことで、上位大会進出への意欲を高め、成果につなげる。 

部活動加入率(80%以上) 

部活動実績向上(都大会ベスト８以上) 



④安全・安心な学校生活を実現するため、SCや YSW等とも連携

し、いじめや不登校の未然防止を図るとともに、合理的な配慮

に基づく特別支援（通級等）・教育相談体制を整える。 

いじめ重大事態の発生(０件) 

いじめ認知・対応（延べ 50件以上） 

教育相談満足度(90%以上) 

（４）地域連携・地域探究 

①地域探究に係る教育プログラムを実践し、自治体や近隣の小中

学校や大学、地域関係機関との連携した取組を通して、地域に

開かれ、信頼される学校づくりを推進する。 

地域探究活動＜地域行事の参加＞(10回以上) 

②地域人材や NPO等と連携して、２・３年次「探究学習」におけ

る地域探究活動を促進し、文化交流や地域貢献の分野で生徒が

活躍できる場を設定する。 

地域人材の活用(延べ 100名以上) 

（５）国際理解教育 

①グローバル教育推進委員会を核として、都教育委員会が実施す

る国際理解に係る事業等を活用し、自他の文化を互いに尊重し

合う態度を育成するプログラムの実施を推進する。 

推進委員会の開催（５回以上） 

②本校独自の学校設定科目「日本文化」を土台として、留学生と

の交流や TGG等の体験型施設利用、韓国語での交流など、異文

化体験の場を広く提供できる環境を整える。 

異文化交流活動(10 回以上) 

（６）広報活動・募集活動等 

①ホームページを刷新し、スマホからのアクセスを前提とした表

示の工夫や、新鮮な学校情報を迅速に提供できる広報活動を展

開する。 

ＨＰ更新回数(300 回以上) 

ＨＰアクセス数(20 万回以上) 

②学校説明会の運営改善や中学校・塾等への個別訪問、外部機関

主催の説明会等の活用により、学校の魅力を中学生に分かりや

すく説明し、入選倍率の上昇につなげる。 

応募倍率：推薦(1.5 倍以上) 

一般(1.1 倍以上) 

③生徒の活躍や学校としての様々な取組を西部支援センターが発

行する Good Newsや各種学校広報の形で地域に発信するなど、

本校の明るい話題を積極的に広報する。 

Good News(年間 10回以上) 

（７）学校経営・組織体制 

①各分掌等主任を中心とした組織運営を実現し、業務の効率化と

円滑な報告・連絡・相談を通じて、必要な情報が教職員間で共

有される体制づくりを推進する。 

各会議資料等のファイルサーバへの格納率(100%) 

②各種業務を整理・集約し、正・副担当者を置いて教職員がサポ

ートし合える協力体制を整え、組織の対応力を高めることでラ

イフ・ワーク・バランスの実現を図る。 

超過勤務縮減(月平均45h 以上の教職員が０人) 

③学校事故等の未然防止に努め、生徒の安全・安心を確保すると

ともに、保護者や都民の信頼を損なう服務事故等が生じること

のないよう、教職員の服務の厳正を徹底する。 

学校事故・服務事故(０件) 

窓口対応満足度(90%以上) 

④教育ダッシュボードの推進に係る取組に積極的に参画し、緊急

対応等に備えた情報共有体制を整え、生徒・教職員の安全を最

優先とした学校経営を実施する。（東京都版 Classi、Teams、HPなど） 

緊急時等における一斉配信メール活用率(100%) 

 


